
































本稿では 4 つの刊本地図帳をとりあげる。その内 2 つは 1652 年の地名変更以後に刊本さ
れたもので（神戸 167 と神戸 168〔図 1〕、神戸 163〔図 3〕と神戸 165〔図 2〕）、ひとつは
1767 年以後に刊本された。そしてひとつは 1777 年の地名変更以後に刊本されたものである



























































































第 3 点と第 4 点は、日本および琉球の地図におけるテキストや図像のレイアウトの相違であ
る。第 5 の点は地図の欄外に書かれたテキストの内容の検討である。
1652 年以前の政庁所在地名の全体を表している刊本された地図帳が現在まだ発見されて

























たものである。満洲族は 1644 年に明朝政府を北京から追い出し、1662 年から 1666 年にか























































の抜粋を掲載している日本図である。20) この地図は 1652 年以後の地図帳に現れている。この
地図を基本資料にすることを正当化する理由は、そのいずれもが十分とはいえないまでも、
















































では、コメントは 8 文字の 1 行の中に述べられていて、「日本図」（神戸 167、神戸 168）と
いう表題を持つ長方形の装飾枠の左下に置かれている。（主にこの日本図によると、この地
図帳は中村のカテゴリーⅧと海野のカテゴリー 1.1 に対応する）。他の 1652 年以後の地図帳
の日本図では 8 つの漢字が 6 字と 2 字の 2 行に分かれている。このテキストは右手上方の角
に印刷されている（神戸 163、神戸 165）。1777 年以後の地図帳の第 3 の日本図では、この
コメントは 4 文字 2 行に分かれていて、右手下方の隅に印刷されている。22) その地図もまた
「日本図」と題されている（神戸 166、海野のカテゴリー 5）。
先に示したように、申叔舟の序文からの引用が、この 1652 年以後の地図帳を、他の 1652
年以後の地図帳や 1777 年以後の地図帳と区別している。地図の画像から補足的な言語テキ
ストを分離している境界線に縁取られて、この提要は読者の右側の 3 行の文章へと伸びてい














を載せていない他の 1652 年以後の地図帳や 1777 年以降の地図帳では、利用者がこれらの
国々を他の国々に対して、様々な方法で位置づける必要があった。
1777 年以後の地図帳の日本図は、他の補足的な言語テキストを地図の利用者に提供して


























































致しており、それ以外の数字も非常に似通っている。26) 第 3 に、この 2 種類の日本図と姜b
の日本図は、両方とも用明天皇の治世（585 年～ 587 年）に畿内七道が設置されたことを、
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けれどもこれら 9 氏族の内で、1652 年以後の地図帳にその記載が及んでいるものは皆無
である。このような氏族名の削除は、魚叔権の『攷事撮要』に見られる、日本との外交上の
102








そこではコラム 1 の言語テキスト、『海東諸国紀』の言語テキスト、コラム 2、『攷事撮要』
がこれら 2 つの氏族の名前を記している。したがって地図帳の日本図に見られる氏族名は10




































































































































































間や土地の境界線は、これらの（そしてそれ以外の）地図における 17 世紀と 18 世紀の日本
という領土や日本の行政の表出に共通してはいない。
変わることのない南部の境界線地域の分析には、地図帳の琉球図を同時に考慮する必要が
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